
●各会計の予算規模

質 疑 要 約

当初予算
総額みんなのお金どう使う？

397億
9432万円

　令和８年度の各会計予算議案７件を審査するため、予算審査特別
委員会が設置されました。
委員会は、議長を除く全議員で構成し、玉置美津恵委員長・小山和典
副委員長が選任され、３月３日・４日の２日間開催しました。
　市長および関係部長等から説明があり、慎重審議の結果、付託され
た７議案すべて原案のとおり可決すべきもの（議案第31号～第34号
は賛成多数、議案第35号～第37号は全員賛成）と決しました。

※�当初予算の概要は、広報さんむ５月号
（16～17ページ）をご覧ください▶

※端数処理のため、内訳の合計と総計は一致しません。

●成年後見推進事業【民生費】

●学校給食センター施設管理運営事業【教育費】

●予算編成方針

●職員福利厚生費補助事業【総務費】

当該事業委託料の予算計上額をゼロ（前年度予
算額約208万円）とする理由は。

２施設（成東・山武）を集約した新施設の稼働が始まったが、
運営費のコストカットは図れているのか。また、当該事業の
財源でもある「給食事業収入」の減額理由は。

「資源配分の選択と集中」を行ったとされている
が、どの分野を優先し、または抑制したのか。

予算計上額をゼロ（前年度予算額約94万円）とする理由は。
職員の士気低下が危惧されるが、市の見解は。

成年後見制度の利用支援にかかる委託料を計上
しており、利用者の多くが65歳以上の高齢者で

あるため、介護保険特別会計への予算組替を行ったう
えで継続して事業を実施していきます。

新施設の稼働開始（令和7年9月～）からまだ間もなく、見通し
が難しいことから、今後の通年実績等を踏まえ、比較・分析・

検討をしたいと考えます。給食事業収入（保護者から徴収する給食
費）については、国・県の交付金を活用した「小学校給食費無償化」
を令和８年４月から実施するため、予算を減額したものです。

人口減少対策として子育て・教育分野（保育料第
二子無償化、小学校給食費完全無償化など）や

行財政改革分野（施設移転集約化など）へ予算計上す
る一方、抑制面としては、部別予算枠におさまるよう、
すべての事務事業について優先度や緊急性、費用対効
果の検証を行い、財政調整基金の繰入れを極力抑える
ことを厳として予算を編成しました。

予算要求の結果、部ごとに設定されたシーリング率により事
務事業の見直しを行う必要が生じました。当該事業を所管す

る総務部においては、特に削減の厳しい事業も多く、他事業と比較
検討した結果、市民サービス関連事業を優先し、職員向け事業の一
部を削減することとしました。県内でも、公費負担なしで福利厚生事
業を運営している自治体も多数あるとの調査結果も踏まえ、苦渋の
決断をしたところです。

会計名【議案番号】 令和８年度 令和７年度 対前年度増減率
一般会計【第31号】 246億4000万円 263億9000万円 －6.6％

特別
会計

国民健康保険
【第32号】

事業勘定 61億8500万円 62億7200万円 －1.4％
直営診療施設勘定 8030万円 7860万円 ＋2.2％

後期高齢者医療【第33号】 9億5700万円 7億7650万円 ＋23.2％
介護保険【第34号】 53億 800万円 52億8600万円 ＋0.4％
地方独立行政法人さんむ医療センター
公債管理【第35号】 14億3546万円 7億5720万円 ＋89.6％

公営企業
会計

水道事業【第36号】 7億 440万円 6億3371万円 ＋11.2％
農業集落排水事業【第37号】 4億8417万円 5億2392万円 －7.6％

総　計 397億9432万円 407億1793万円 －2.3％
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令和８年度予算審査 山 武 市 議 会
平成18年3月に、3町1村が合併して「山武市」が誕生しました。

これまでのあゆみを振り返りながら、取り組んできた議会改革等の一部を紹介します。
持続可能な市政運営を目指し、市民の皆さまとともに歩んでいきます。

●「山武市」誕生・初議会開催
合併時の議員数は64人

●議会だより
　創刊

●議員定数条例制定
64人⇒24人

●反問権の付与
議員と市執行部の双方向の質問が可能と
なり、より論点・争点を明確にし、
議論が深められるように。

●議員定数条例改正
24人⇒22人（２人削減）

●本会議中継・録画配信が
　スマホからの視聴も可能に
より手軽に傍聴ができるように。

●タブレット端末・ペーパーレス
　議会システムの導入

●政務活動費領収書の
　ホームページ公開

●議員定数条例改正
22人⇒20人（２人削減）

●議員定数条例改正
20人⇒18人（２人削減）

●議場音響設備をリニューアル
大型モニター２台を設置。
また、電子採決システムも導入。
賛成・反対の表決がよりわかりやすく。
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表紙のイラストは
どれがどの議員か
わかるかな？

ホームページの
写真と見比べてみると
わかるかも♡

山武市議会だより第80号　令和8年5月1日山武市議会だより第80号　令和8年5月1日33




